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清
流
き
ら
め
く
南
飛
騨
の

観
光
都
市
・
下
呂
市

飛
騨
山
脈
に
抱
か
れ
た
下
呂
市
は
、
南
飛
騨
と
呼
ば

れ
る
地
域
で
、
山
地
を
縫
っ
て
流
れ
る
飛
騨
川
と
そ

の
支
流
に
沿
っ
て
集
落
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸

時
代
に
は
、
御
用
木
の
伐
採
・
運
送
に
多
く
の
人
が

携
わ
り
、森
の
恩
恵
を
受
け
て
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
温
泉
や
恵
ま
れ
た
自
然
を
活
か
し
た
観
光
都

市
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

風
光
明
媚
な
南
飛
騨

　

岐
阜
県
の
東
部
中
央
に
位
置
す
る
下

呂
市
は
、
飛
騨
地
方
南
部
に
あ
た
り
昔
か
ら

益ま
し
た田

郡
と
呼
ば
れ
て
き
た
地
域
で
す
。
飛

騨
山
脈
が
連
な
る
山
岳
地
帯

で
市
域
面
積
約
八
五
一
㎢
の

う
ち
九
割
が
山
林
で
す
。
市

の
中
央
を
飛
騨
川
が
山
地
を

縫
っ
て
南
に
流
れ
、小
坂
川・

山
之
口
川
・
馬
瀬
川
な
ど
の

支
流
が
合
流
し
て
い
ま
す
。

こ
の
飛
騨
川
に
沿
っ
て
走
る

国
道
四
一
号
と
Ｊ
Ｒ
高
山
本

線
が
主
要
な
交
通
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

下
呂
温
泉
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
の
温
泉

や
豊
か
な
自
然
、
時
間
を
か
け
て
育
ん
で
き

た
山
国
の
文
化
を
資
源
と
し
た
観
光
開
発
が

進
み
四
季
を
通
し
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

る
観
光
地
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

各
地
に
広
ま
っ
た
下
呂
石

　

下
呂
地
区
の
乗
政・
野
尻
な
ど
か
ら
先
土

器
時
代
の
も
の
と
み
ら
れ
る
尖
頭
器
や
剣
片

石
器
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
湯
ヶ

峰
山
頂
付
近
で
産
出
す
る
下
呂
石（
ガ
ラ
ス

質
黒
雲
母

石
英
安
山

岩
）が
先
土

器
時
代
か

ら
弥
生
時

代
ま
で
長
期
に
渡
っ
て
石
器
の
材
料
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
分
布
は
岐
阜
県
一
円
か
ら
愛
知

県
・
新
潟
県
ま
で
広
範
囲
に
及
ん
で
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
当
時
す
で
に
、

広
い
地
域
で
人
々
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

縄
文
時
代
の
遺
跡
は
、
小お

さ
か坂

町
地
区

の
味
屋
遺
跡
・
岩
井
田
遺
跡
・
水
口
遺

跡
・
南
垣
内
遺
跡
、
下
呂
地
区
の
峰
一

合
遺
跡
・
少
々
野
遺
跡
、
萩
原
町
地
区

の
上
畑
遺
跡
な
ど
市
内
各
所
で
数
多
く

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
間
地
で
あ
る

た
め
弥
生
時
代
の
遺
跡
は
少
な
く
、
古

墳
も
特
筆
す
べ
き
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
当
地
が
大
和
朝
廷
の
支
配
下
に

入
っ
た
の
は
五
世
紀
頃
で
、
国
郡
里
制

が
定
め
ら
れ
た
当
初
は
美
濃
国
大
野
郡

に
属
し
て
い
ま
し
た
が
、
貞
観
一
二
年

（
八
七
〇
）に
大
野
郡
が
二
郡
に
分
け
ら
れ
飛

騨
国
益
田
郡
が
成
立
し
ま
し
た
。（
益
田
郡

の
郡
域
は
時
代
に
よ
っ
て
か
な
り
変
化
し
て

い
る
の
で
、
現
在
の
下
呂
市
域
と
は
一
致
し

ま
せ
ん
。）

益
田
郡
を
基
盤
と
し
た
三
木
氏
の
台
頭

　

鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
飛
騨
守
護
の
名
は
わ

か
っ
て
お
ら
ず
、
当
地
を
支
配
し
て
い
た
氏

族
に
つ
い
て
も
不
明
で
す
。
室
町
時
代
に

な
っ
て
、
応
永
一
八
年（
一
四
一
一
）、
飛
騨

国
司
姉
小
路
氏
の
反
乱
に
対
し
て
室
町
幕
府

は
飛
騨
守
護
京
極
氏
な
ど
に
鎮
圧
を
命
じ
て

い
ま
す
。
応
永
飛
騨
の
乱
と
呼
ば
れ
る
こ
の

争
乱
は
一
カ
月
程
で
鎮
圧
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
後
も
姉
小
路
氏
は
古
川
盆
地
に
勢
力
を

保
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
乱
の
後
、
京
極
氏
の
代
官
と
し
て
三

木
氏
が
竹
原（
下
呂
地
区
）に
派
遣
さ
れ
土
着

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
三

木
氏
の
出
自
や
入
部
の
地・
時
期
に
つ
い
て

は
確
か
な
資
料
が
な
い
の
で
、
あ
く
ま
で
伝

承
の
域
を
出
な
い
よ
う
で
す
。
い
ず
れ
に
し

て
も
三
木
氏
は
戦
国
時
代
の
前
半
に
は
益
田

下呂石のモニュメント
（縄文公園入口付近）
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郡
を
ほ
ぼ
支
配
下
に
収

め
、
飛
騨
で
も
最
大
の

勢
力
と
な
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
の
三
木
氏
も
戦

国
時
代
後
期
に
な
る
と
、

甲
斐
・
信
濃
の
武
田
氏

や
越
後
の
上
杉
氏
、
京

を
押
さ
え
た
織
田
・
徳

川
連
合
と
い
っ
た
強
大

な
大
名
に
囲
ま
れ
外
交

に
腐
心
し
、
三
木
良
頼
の
時
は
上
杉
謙
信
の

属
将
と
な
り
、
そ
の
子・
自
綱
は
織
田
信
長

の
客
将
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

織
田
信
長
が
本
能
寺
で
倒
れ
る
と
、
自
綱

は
織
田
家
中
の
内
紛
の
間
隙
を
つ
い
て
飛
騨

全
土
を
ほ
ぼ
平
定
し
一
国
の
大
名
と
な
っ
て

家
督
を
秀
綱
に
譲
り
ま
す
。
し
か
し
、
豊
臣

秀
吉
と
徳
川
家
康
が
対
立
し
た
小
牧・
長
久

手
の
戦
い
で
秀
綱
は
家
康
方
に
加
担
、
戦
い

が
講
和
に
よ
っ
て
終
結
す
る
と
秀
吉
は
飛
騨

の
制
圧
に
乗
り
出
し
ま
す
。
天
正
一
三
年

（
一
五
八
五
）八
月
、
秀
吉
の
命
を
受
け
た
金

森
長
近
・
可
重
父
子
が
越
前
よ
り
侵
攻
し
、

各
地
で
三
木
勢
を
撃
破
、
松
倉
城（
高
山
市
）

陥
落
に
よ
っ
て
三
木
氏
は
滅
亡
し
ま
し
た
。

高
山（
金
森
）藩
か
ら
幕
府
領
へ

　

豊
臣
政
権
下
で
飛
騨
国
を
与
え
ら
れ
た
金

森
長
近
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で
徳
川
方
に
属

し
飛
騨
一
国
を
安
堵
さ
れ
た
上
、
美
濃
の
上

有
知・
関
な
ど
を
加
増
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
森
氏
は
高
山
城
を
本
拠
と
し
、
飛
騨
川

沿
い
の
下
呂･

金
山
間
の
難
所
中
山
七
里
を

開
削
す
る
な
ど
主
要
な
街
道
の
整
備
に
努
め

ま
す
。
飛
騨
街
道
に
は
萩
原
旅
館（
萩
原
地

区
）下
原
旅
館（
金
山
町
地
区
）が
置
か
れ
金

森
氏
通
行
時
の
宿
舎
に
あ
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
金
森
氏
は
新
田
開
墾
や
鉱
山
開
発

に
も
力
を
注
ぎ
、
豊
富
な
山
林
資
源
と
合
せ

て
国
力
を
伸
ば
し
て
い
き
ま
す
が
、
こ
う
し

た
資
源
に
着
目
し
た
幕
府
は
、
元
禄
五
年

（
一
六
九
二
）金
森
氏
を
出
羽
上
山（
山
形
県

上
山
市
）に
転
封
し
、
以
後
、
飛
騨
国
一
円

を
幕
府
領
と
し
ま
し
た
。

　

飛
騨
三
郡
の
中
で
も
益
田
郡
は
、
飛
騨
川

に
よ
る
運
材
の
便
が
良
い
の
で
特
に
林
業
が

盛
ん
な
地
域
で
し
た
。高
山
藩
時
代
に
は「
山

内
残
ら
ず
地
頭
山
」と
い
う
藩
に
よ
る
山
林

領
有
を
基
本
と
し
て
、「
出
雲
守
台
所
木
」と

し
て
藩
財
政
を
潤
し
、
耕
地
の
少
な
い
山
間

の
村
々
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
し
た
。　

　

幕
府
直
轄
地
と
な
っ
て
か
ら
も「
御
用
木
」

と
し
て
山
林
経
営
が
行
な
わ
れ
、
多
く
の

人
々
が
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
伐
採
作
業
の

中
心
と
な
っ
た
の
は
南
方
四
八
村
と
称
さ
れ

た
特
に
耕
地
に
恵
ま
れ
な
い
地
域
で
、
益
田

郡
で
は
小
坂
郷
一
一
村（
小
坂
町
地
区
）が
含

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
村
人
は
、
立

木
を
伐
り
倒
し
て
渡
場
ま
で
運
ぶ
元
伐
稼
を

生
業
と
し
、
自

村
の
山
以
外
に

も
出
稼
ぎ
に
出

て
各
地
の
山
を

転
々
と
し
て
い

ま
し
た
。
渡
場
ま

で
運
ば
れ
た
材

木
を
下
流
の
綱
場
に
流
送
す
る
川
下
げ
と
呼

ば
れ
る
仕
事
に
は
飛
騨
川
沿
い
の
萩
原
町
・

下
呂
地
区
の
村
々
が
従
事
し
ま
し
た
。
飛

騨
川
の
木
材
流
送
は
、
下
原
の
中
綱
場（
下

呂
市
金
山
町
地
区
）を
経
て
下
麻
生（
加
茂
郡

川
辺
町
）ま
で
管
流
し
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
太

田（
美
濃
加
茂
市
）ま
で
筏
で
下
し
て
い
ま
し

た
。
元
伐
、
川
下
げ
共
に
専
門
の
職
人
集
団

と
し
て
飛
騨
川
筋
だ
け
で
な
く
北
方
の
白
川

流
域
に
ま
で
出
向
い
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

農
業
生
産
力
の
低
い
益
田
郡
で
は
、
山
稼

ぎ
と
と
も
に
養
蚕・
製
糸
が
極
め
て
重
要
で

し
た
。
天
保
一
四
年（
一
八
四
三
）の｢

三
郡

余
業
取
調
書｣

は
萩
原
郷
・
上
呂
郷
・
中
呂

郷
な
ど
の
村
に
つ
い
て「
蚕
飼
稼
第
一
ニ
仕
、

糸
ニ
挽
立
他
国
ヘ
売
払
申
候
」「
女
ハ
冬
春

之
内
紬
織
立
、
他
国
ヘ
売
払
申
候
」と
記
し

て
い
ま
す
。
当
地
で
養
蚕
が
盛
ん
に
な
っ
た

の
は
、
江
戸
時
代
半
ば
か
ら
の
よ
う
で
、
享

保
六
年（
一
七
二
一
）に
は
代
官
か
ら
農
民
に

不
相
応
な
養
蚕
を
戒
め
る
通
達
が
出
て
い
た

も
の
が
、
安
永
〜
文
化
年
間
に
は
郡
代
が
養

蚕
を
奨
励
し
、
全
国
か
ら
良
質
の
蚕
種
を
入

手
す
る
便
宜
を
図
っ
て
い
ま
す
。
飛
騨
の
生

糸・
紬
は
品
質
が
優
良
な
こ
と
で
定
評
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
主
要
な
産
地
は
益
田
郡

で
、
一
般
に
飛
騨
紬
と
呼
ば
れ
る
も
の
も
大

半
は
益
田
紬
で
し
た
。

　

明
治
以
降
、
養
蚕
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な

り
、
製
糸
業
も
農
家

に
よ
る
手
挽
き
か
ら

蒸
気
器
械
を
使
っ
た

工
場
生
産
に
移
行
し
、

戦
前
ま
で
主
要
産
業

と
し
て
地
域
経
済
を

支
え
て
き
ま
し
た
。

洪
水
と
闘
っ
て
き
た
下
呂
温
泉

　

下
呂
温
泉
の
起
源
に
つ
い
て
は
、「
白
鷺

伝
説
」や「
薬
師
伝
説
」な
ど
が
伝
承
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
起
源
を
示
す
確
か
な
史
料
は
あ

り
ま
せ
ん
。
最
も
古
い
文
献
と
し
て
相
国
寺

の
万
里
集
九
が『
梅
花
無
尽
蔵
』で「
我
が
国

六
〇
余
州
に
は
そ
れ
ぞ
れ
霊
湯
が
あ
る
が
、

そ
の
中
で
最
も
い
い
の
は
草
津
・
有
馬
・
下

呂
の
三
カ
所
で
あ
る
」と
書
い
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の『
飛
騨
国
中
案
内
』に
は「
湯
之

島
村
は
宿
場
で
、
こ
の
宿
の
下
を
流
れ
る
益

田
川
原
に
名
湯
の
温
泉
が
あ
る
。・・・
名
湯

ゆ
え
に
湯
治
客
も
多
く
繁
昌
し
て
い
る
。」と

あ
り
ま
す
。
明
治
八
年
の「
下
呂
湯
之
島
温

泉
取
調
書
」に
も「
往
古
は
不
明
で
あ
る
が
、

天
明
年
間（
一
七
八
一
〜
八
九
）か
ら
文
政
・

天
保
年
間（
一
八
一
八
〜
四
四
）に
か
け
て
の

金森長近

元伐之図（部分） 中部森林管理局蔵　『木曽式伐木運材図会』より

金森氏の侵攻ルート

森の第六工場における作業風景
（昭和 10年）

①保峠
②湯峰峠
③美女峠
④連坂峠
⑤日和田峠
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繁
昌
の
折
に
は
、
年
間
お
よ
そ
二
万
六
千
人

か
ら
三
万
人
の
湯
治
客
が
あ
っ
た
。」と
書
か

れ
て
い
る
の
で
、
す
で
に
か
な
り
賑
わ
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
盛
況
だ
っ
た
下
呂
温
泉
は
、
一

方
で
た
び
た
び
襲
う
飛
騨
川
の
洪
水
と
の
闘

い
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
ボ
ー
リ
ン
グ

技
術
な
ど
な
い
当
時
は
、
飛
騨
川
の
川
原
に

自
然
に
湧
き
出
す
源
泉
か
ら
湯
を
引
い
て
温

泉
場
を
造
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
ひ
と
た
び

川
が
氾
濫
す
る
と
川
原
に
あ
る
温
泉
場
は
ひ

と
た
ま
り
も
な
く
押
し
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

最
も
大
き
な
災
害
と
な
っ
た
の
は
、
文
政

八
年（
一
八
二
五
）八
月
一
四
日
の
氾
濫
で
温

泉
場
は
跡
形
も
な
く
壊
滅
し
ま
し
た
。
前
出

「
下
呂
湯
之
島
温
泉
取
調
書
」に
よ
れ
ば「
古

今
稀
な
る
洪
水
と
な
り
、
耕
地
や
川
岸
が
数

十
間
に
わ
た
っ
て
押
し
流
さ
れ
た
。
川
原
の

温
泉
場
は
も
ち
ろ
ん
、
水
防
の
石
積
も
壊
滅

し
、
村
は
廃
退
の
状
態
で
あ
っ
た
。」と
い
う

有
様
で
し
た
。
こ
の
復
興
に
あ
た
っ
て
、
湯

之
島
村
は
、
村
の
力
だ
け
で
は
復
旧
で
き
な

い
の
で
普
請
手
当
を
高
山
役
所
に
願
い
出
ま

す
が
、
高
山
役
所
か
ら
助
成
は
得
ら
れ
ず
、

必
要
な
工
費
を
地
元
の
資
産
家
な
ど
か
ら

一
〇
年
賦
無
利
子
で
借
り
て
い
ま
す
。
工
事

は
天
保
三
年（
一
八
三
二
）ま
で
か
か
り
、
途

絶
え
て
い
た
湯
治
客
も
次
第
に
増
え
盛
況
時

の
活
況
を
取
り
戻
す
か
に
見
え
ま
し
た
が
、

間
の
な
い
天
保
七
、八
年
の
洪
水
で
温
泉
場

の
あ
っ
た
川
原
は
完
全
に
水
没
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
復
興
の
た
め
、
湯
道
の
探
索
が
続

け
ら
れ
ま
し
た
が
、
営
業
に
値
す
る
源
泉
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
明
治
を

迎
え
、
新
し
く
源
泉
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、

水
没
か
ら
四
〇
年
近
く
経
っ
た
明
治
九
年

（
一
八
七
六
）で
し
た
。

梅
村
速
水
と
萩
原
戦
争

　

明
治
維
新
の
慶
応
四
年（
一
八
六
八
）、
幕

府
直
轄
地
で
あ
っ
た
飛
騨
は
高
山
県
と
な

り
、
初
代
県
知
事
に
梅
村
速
水
が
就
任
し
ま

し
た
。
廃
藩
置
県
が
行
な
わ
れ
た
の
は
明
治

四
年（
一
八
七
一
）で
す
か
ら
、
高
山
県
は
政

府
が
任
命
し
た
知
事
に
よ
る
執
政
の
さ
き
が

け
と
な
り
ま
し
た
。
梅
村
は
、
水
戸
藩
出
身

の
勤
皇
志
士
で
、
二
八
歳
で
着
任
す
る
と
、

組
織
を
一
新
し
新
し
い
政
策
を
次
々
と
打
ち

出
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
梅
村
の
急
進
的
な
政
策
は
、
高

山
町
方
な
ど
の
反
発
を
招
き
、
明
治
二
年

に
は
高
山

商
人
の
中

に
京
都
の

新
政
府
に

梅
村
の
排

斥
を
画
策

す
る
者
が
現
れ
ま

し
た
。
こ
の
動
き

を
阻
止
し
よ
う
と

梅
村
も
京
都
に
出

向
き
と
し
ま
し
た

が
、
こ
の
間
に
高

山
県
内
各
地
で
反

梅
村
の
暴
動
が
起

こ
っ
た
た
め
新
政

府
は
梅
村
を
咎
め
高
山
県
に
帰
る
こ
と
を
禁

じ
ま
し
た
。
こ
の
命
令
を
無
視
し
て
梅
村
は

高
山
に
戻
る
た
め
飛
騨
街
道
を
北
上
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
知
っ
た
反
梅
村
派
は
徒
党
を
組

ん
で
高
山
方
面
か
ら
大
挙
し
て
益
田
郡
に
押

し
寄
せ
、
萩
原
宿
に
投
宿
し
て
い
た
梅
村
を

襲
い
ま
し
た
。
梅
村
隊
と
の
間
で
激
し
い
戦

闘
が
行
な
わ
れ
、
町
が
火
の
海
と
な
っ
た
こ

の
事
件
は「
萩
原
戦
争
」と
呼
ば
れ
た
ほ
ど
の

大
騒
動
で
し
た
。
直
後
の
梅
村
知
事
解
任
で

一
連
の「
梅
村
騒
動
」は
終
結
し
ま
し
た
。

　

騒
動
の
後
、
明
治
四
年（
一
八
七
一
）に
高

山
県
は
廃
止
さ
れ
信
濃
と
併
せ
て
筑
摩
県
と

な
り
ま
す
が
、
明
治
九
年
に
飛
騨
三
郡
は
岐

阜
県
へ
編
入
、
明
治
三
〇
年（
一
八
九
七
）萩

原
に
益
田
郡
役
所
が
独
立
設
置
さ
れ
郡
制
が

施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
観
光
立
市
」に
よ
る
発
展
を
目
指
し
て

　

明
治
後
期
の
益
田
郡
に
は
一
一
カ
村
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
合
併
・
移
管
・
編

入
を
経
て
、
昭
和
三
一
年（
一
九
五
六
）に
下

呂
町・
萩
原
町・
金
山
町・
小
坂
町・
馬
瀬
村

の
四
町
一
村
の
郡
域
が
確
定
さ
れ
、
平
成

一
六
年
三
月
に
は
、
四
町
一
村
が
合
併
し

て
現
在
の
下
呂
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
以

来
、
市
で
は「
ふ
る
さ
と
を
感
じ
る
森
と
清

流
、
人
と
ま
ち
が
響
き
あ
う
健
康
と
交
流

の
ま
ち
・
下
呂
市
」を
将
来
像
に
、
下
呂
・

濁
河
な
ど
各
地
に
点
在
す
る
温
泉
や「
飛
騨

木
曽
川
国
定
公
園
」「
岐
阜
県
立
自
然
公
園
」

に
代
表
さ
れ
る
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
、

健
康
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た「
観
光
立
市
」

を
掲
げ
観
光
都
市
と
し
て
の
更
な
る
発
展

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
参
考
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河川距離標は河川の番地　

　堤防の川側の肩に「河川距離標」

と呼ばれる「杭」が設置されている

ことをご存知でしょうか。河川管

理のための重要な基準点です。か

つては、木杭や石杭が用いられて

いましたが、現在では、ほとんど

がコンクリート製の杭が用いられています。

　私たちの家や土地は「番地」で表しますが、河川の中

では、その位置は「河川距離標」を基準として上流側で

は「＋」、下流側では「－」で表します。たとえば、河川

距離標「10.2k」より5m上流の位置は「10.2k+5」と表し、

35m下流の位置は「10.2k-35」と表します。

　国が管理している河川の管理区域では、河川の両側

にある堤防ののり面には、大体200m間隔で「河川距離

標」が設置されています。堤防の上を通行したり、散

策している時には、周辺の景色に目線があるため、「河

川距離標」そのものに、気づくことは

少ないのですが、写真①のような標

識が目に入ると思います。

　「河川距離標」の横には、位置とそ

の表示が、容易に分かるように標識

が立てられています。5km間隔では、

写真②のように「河口よりの距離」と

して表されています。

川の中心で表す河川距離
　しかし、この「河川距離標」の間

隔をよく観察すると、200mより長

かったり、また、短く感じること

があります。これは「河川距離標」

は、堤防の上の間隔ではなく、川の

中心の距離を表しているからです。

　「河川距離標」の設置に当たって

は、河口の川の中心を起点とし

て、川の中心に沿って200m間隔

に、川の中心に直角方向の堤防

のり面に設置されます。従って、

河川が湾曲している場合は、外

側となる堤防では河川距離標の

間隔は200mより長く、反対に内

側では短くなっています。

　

デ・レーケの提案により始まる
　明治政府は、発足とともに全国統一した治水行政に

取り組み、明治4年（1872）2月には、各府藩県へ太政官

布達を発布しました。その中に「千間毎に堤外へ定杭」

や「堤内百間毎に小杭」の設置を定めていますが、これ

は現在の「河川距離標」ではなく、河川区域を示す「用

地境界杭」に近いものでした。　

　現在みられるような「河川距離標」の設置は、ヨハネ

ス・デ・レーケが提案したことに始まります。デ・レー

ケが明治11年（1787）に木曽三川を調査して、その結果

を「木曽川下流概説書」として報告していることはよく

知られていますが、その中に「距離標」に関して次のよ

うに提案しています。

『標識　前野村ノ下流ヨリ海口ニ至ルノ間、仮定メタ

ル新木曽川ノ河床ニ標杭ヲ設クヘシ、此ノ杭ハ距離毎

弐丁ニシテ凡流心トナルヘキ所ヲ測リコレヲ傍フテ設

置シ、而シテコレヲ図上ニ記載スベシ。』

　現在では、このようにして設置された明治時代の河

川距離標を見ることができませんが、当時の図面には、

二丁（約218m）間隔に河川距離標が書き込まれ、分子

には「里」、分母に「丁」が表示され「丁杭」と呼ばれてい

ました。

　現在のようにメートル表示とされたのは昭和初期と

思われます。この時、河川距離標の位置も変更された

ものと思われますが、基点となる「〇・〇」の位置は、

従来の位置が使用され

ました。その結果、揖

斐川では「0.0k- 0.6」、

長良川では「0.0k -1.0」

のようにマイナス表示

の河川距離標が出現し

ました。

今号の一景
　河川距離標

◆右岸と左岸
　河川を上流から下流に向かって眺めたとき。右側を右岸（うがん）。左側を左岸（さ
　がん）と呼びます。
◆川表と川裏
　堤防の水が流れている方（堤外地側）を川表（かわおもて）。住居や農地などがある
　方（堤内地側）を川裏（かわうら）と呼びます。

※河川に関する用語をわかりやすく

　解説します。

木曽川水系流域委員会　用語集より

高潮堤防区域の
河川距離標

写真①油島締切堤の標識

明治時代の河川距離標の位置が示された図

油島締切堤の河川距離標

写真②長良川10km地点
の河川距離標
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飛
騨
川（
益
田
川
）流
域
の

治
山
治
水

益
田
郡
を
流
れ
る
飛
騨
川
は
、
昔
か
ら
益
田
川
と

呼
ば
れ
、
木
材
流
送
や
耕
地
を
潤
す
水
源
と
し
て

人
々
の
暮
ら
し
と
密
接
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

一
方
で
、
流
域
の
人
々
は
、
川
の
氾
濫
や
背
後
の

山
々
の
土
砂
災
害
と
永
年
闘
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
治
山
治
水
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

5
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益
田
川
と
呼
ば
れ
た
飛
騨
川
上
流
部

　

飛
騨
川
は
、
乗
鞍
岳（
標
高
三
〇
二
六
ｍ
）

の
南
斜
面
を
源
流
に
西
に
流
れ
、
高
山
市

久
々
野
で
南
に
流
れ
を
か
え
、
小
坂
川・
馬

瀬
川・
白
川
な
ど
を
合
せ
て
美
濃
加
茂
市
内

で
木
曽
川
に
合
流
す
る
木
曽
川
第
一
の
支
流

で
す
。
流
域
す
べ
て
山
間
地
で
、
流
路
延
長

約
一
五
〇
㎞
の
ほ
と
ん
ど
が
急
峻
な
Ｖ
字
谷

を
形
成
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
道
四
一

号
を
北
上
す
る
と
、
下
呂
温
泉
に
近
づ
く
辺

り
か
ら
そ
れ
ま
で
深
い
谷
底
を
急
流
が
流
れ

て
い
た
渓
谷
の
景
観
が
、
川
幅
が
広
く
護

岸
堤
防
が
造
ら
れ
た
平
地
の
河
川
風
景
に
変

わ
り
ま
す
。
萩
原
町
地
区
か
ら
下
呂
地
区
に

か
け
て
、
緩
や
か
な
鍋
状
の
河
谷
と
な
っ
て

お
り
、
さ
ら
に
上
流
で
再
び
Ｖ
字
谷
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
鍋
状
地
形
は
阿
寺
断
層
の

活
動
が
繰
り
返
え
さ
れ
た
結
果
出
来
た
も
の

で
、
川
沿
い
に
山
間
地
に
と
っ
て
貴
重
な
平

坦
地
が
開
け
、
集
落
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

飛
騨
川
の
名
称
は
も
と
も
と
、
馬
瀬
川
合

流
点
よ
り
下
流
の
主
に
美
濃
地
方
で
の
呼
び

名
で
、
上
流
の
飛
騨
地
方
で
は
益ま

し
た田

川
と
言

い
ま
し
た
。
河
川
法
で
名
称
が
飛
騨
川
と
規

定
さ
れ
て
か
ら
も
、
地
元
で
は
慣
れ
親
し
ん

で
き
た
益
田
川
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
益
田
川
氾
濫

　

平
時
で
も
水
量
の
豊
富
な
益
田
川
は
、
Ｖ

字
谷
か
ら
平
坦
地
に
流
入
す
る
た
め
頻
繁
に

洪
水
被
害
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。『
岐
阜

県
治
水
史
』の
洪
水
年
表
に
は
江
戸
時
代
に

一
五
ほ
ど
の
益
田
川
洪
水
の
記
録
が
見
ら
れ

ま
す
が
、
実
際
に
は
数
多
く
氾
濫
を
繰
り
返

し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

飛
騨
国
に
お
け
る
こ
う
し
た
災
害
の
復
旧

な
ど
治
水
・
用
水
・
道
橋
の
普
請
は
、
元
禄

五
年（
一
六
九
二
）の
幕
府
領
へ
の
移
行
後
、

公
儀
御
入
用
普
請
と
、
普
請
場
所
を
定
め
た

百
姓
役
普
請
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
以
外
は
百

姓
自
普
請
と
さ
れ
ま
し
た
。
益
田
郡
で
は
益

田
川
・
小
坂
川
・
馬
瀬
川
筋
の
八
カ
郷
が
百

姓
役
普
請
に
よ
る
川
除
普
請
個
所
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す（
元
禄
一
六
年
指
定
）。
百
姓
役

普
請
は
規
模
に
よ
っ
て
人
足
を
出
す
範
囲
が

変
わ
り
、
大
規
模
な
普
請
は
国
中
の
村
で
負

担
す
る
国
中
余
荷
普
請
と
な
り
ま
し
た
。
最

初
の
国
中
余
荷
普
請
に
よ
る
治
水
事
業
は
、

元
禄
一
二
年（
一
六
九
九
）初
代
飛
騨
代
官
伊

奈
忠
篤
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
、
付
近
山
林
よ

り
材
木
を
下
付
し
、
国
中
村
々
一
〇
〇
石
に

つ
き
一
〇
〇
人
の
村
役
人
足
を
課
し
、
人
足

に
は
扶
持
米
を
下
付
し
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
同
様
な
方
法
で
、
元
禄
一
五
、一
六
年
、

宝
永
六
年（
一
七
〇
九
）に
川
除
普
請
が
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
中
余
荷
普
請
は
、
普
請
場
所
の
無
い
村

も
費
用
を
分
担
す
る
一
種
の
相
互
扶
助
制
度

で
し
た
が
、
総
額
が
増
え
村
々
は
負
担
に

耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
き
、
天
明
四
年

（
一
七
八
四
）か
ら
一
部
街
道
難
所
を
除
い
て

は
中
断
さ
れ
郷
限
普
請
に
切
り
替
え
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
寛
政
年
間
に
普
請
金
の
限

度
額
を
設
け
て
復
活
し
ま
し
た
。

梅
村
堤
防
と
羽
根
新
田

　

国
中
余
荷
普
請
で
行
な
わ
れ
た
工
事
は
、

街
道
や
河
川
の
災
害
復
旧
が
ほ
と
ん
ど
で
、

新
田
開
発
は
、
主
に
商
人
や
村
の
有
力
者
と

い
っ
た
資
産
家
の
出
資
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
岐
阜
県
萩
原
総
合
庁
舎
の
あ
る
一

益田川（金山町地区）益田川（下呂地区）益田川（萩原町地区）
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帯
は
、
益
田
川
沿
い
で
も
っ
と
も
平
坦
地
が

広
が
っ
て
い
る
地
域
で
、
今
で
こ
そ
水
田
が

広
が
り
住
宅
や
工
場
な
ど
が
立
ち
並
ん
で
い

ま
す
が
、
江
戸
時
代
は
幾
度
か
新
田
開
発
が

試
み
ら
れ
た
も
の
の
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
期

待
し
た
成
果
が
得
ら
な
い
地
域
で
し
た
。　

　

本
格
的
に
新
田
開
発
が
な
さ
れ
た
の
は
明

治
に
な
っ
て
か
ら
で
、「
羽
根
新
田
」と
呼
ば

れ
ま
し
た
。
開
発
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、

明
治
維
新
で
初
代
高
山
県
知
事
と
し
て
赴
任

し
た
梅
村
速
水
で
し
た
。
梅
村
の
執
政
は
約

一
年
と
い
う
短
い
も
の
で
し
た
が
、
そ
の
わ

ず
か
な
期
間
の
中
で
実
に
多
く
の
政
策
を
実

行
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
農
業
振
興
に
力

を
注
ぎ
、
各
地
で
河
川
改
修
や
新
田
開
発
に

着
手
し
ま
し
た
。

　

羽
根
新
田
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
、
梅

村
の
勧
農
政
策
に
応
じ
て
羽
根
村
か
ら
提
出

さ
れ
た
七
二
〇
〇
ｍ
の
用
水
路
と
益
田
川
堤

防
の
建
設

計
画
を
、

知
事
の
取

り
計
ら
い

で
新
政
府

の
事
業
と

し
て
実
行

に
う
つ
し

開
発
さ
れ

た
約
三
七
ha
の
新
田
で
す
。

　

益
田
川
に
か
か
る
飛
騨
川
大
橋
の
右
岸
下

流
に
羽
根
新
田
を
洪
水
か
ら
守
る
た
め
に

「
ど
ん
こ
つ
積
み
」と
呼
ば
れ
る
工
法
を
用
い

て
積
み
上
げ
ら
れ
た
石
積
堤
が
残
っ
て
い
ま

す
。
堤
は
開
発
に
尽
力
し
た
知
事
に
ち
な
ん

で「
梅
村
堤
防
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

新
田
開
発
に
よ
る
恩
恵
を
受
け
た
羽
根
の

人
々
は
梅
村
を
宮
谷
神
明
宮
に
祀
り
、ま
た
、

そ
の
功
績
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
明
治
三
三
年

（
一
九
〇
〇
）に
梅
村
達
の
功
績
碑
を
建
立
し

ま
し
た
。
現
在
、
功
績
碑
は
新
田
の
北
部
に

あ
る
白
山
公
園
に
移
さ
れ
豊
か
な
実
り
を
見

守
っ
て
い
ま
す
。

デ･

レ
ー
ケ
の
益
田
郡
視
察

　

河
川
の
氾
濫
と
と
も
に
益
田
川
流
域
の

人
々
に
大
き
な
脅
威
と
な
っ
て
い
た
の
は
、

間
近
に
迫
る
背
後
の
山
々
の
土
砂
災
害
で
し

た
。
江
戸
時
代
の
記
録
に
残
っ
て
い
る
大
規

模
な
災
害
に
、安
永
元
年（
一
七
七
二
）の「
下

呂
抜
け
」と
安
永
五
年（
一
七
七
六
）数
百
カ

所
で
山
崩
れ
が
起
こ
っ
た
と
い
う「
下
呂
の

八
百
八
抜
け
」が
あ
り
ま
す
。

　

運
材
に
便
利
な
益
田
川
周
辺
の
山
々
は
、

江
戸
時
代
初
期
に
は
刈
り
尽
く
さ
れ
て
い
ま

し
た
か
ら
、
土
砂
災
害
は
し
ば
し
ば
お
こ
っ

て
い
た
は
ず
で
す
が
、
本
格
的
な
砂
防
工
事

は
、
明
治
新
政
府
が
デ・
レ
ー
ケ
ら
の
進
言

に
よ
っ
て
土
砂
流
出
防
止
工
事
を
進
め
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。　

　

明
治
一
三
年（
一
八
八
〇
）七
〜
八
月
、
初

め
て
木
曽
川
流
域
の
山
地
崩
壊
場
所
を
視

察
し
て
ま
わ
っ
た
デ・
レ
ー
ケ
は
、
恵
那
郡

加
子
母（
中
津
川
市
加
子
母
）か
ら
益
田
郡
に

入
っ
て
い
ま
す
。
随
行
し
た
佐
田
六
等
属
の

出
張
日
記
に
は
、

﹇
同
月
八
日
﹈加
子
母
ヲ
発
ス
、
御
厩
野
村
ヲ

径
下
呂
村
ニ
至
ル
、
同
村
字
湯
ノ
峯
及
栃
洞

ノ
崩
所
ヲ
検
ス
、
工
師
工
法
ヲ
陳
ブ
。
午
後

七
時
該
村
ニ
泊
ス
。

﹇
同
月
九
日
﹈下
呂
ヲ
発
ス
、
金
山
駅
ニ
喫
飯

シ
テ
、
途
中
大
山
川
小
槙
上
之
村
等
ノ
赭
山

ヲ
遠
望
ス
。
午
後
九
時
関
村
ニ
達
ス
。
此
日

道
程
十
七
里
余
、山
路
険
悪
工
師
大
ニ
疲
ル
、

関
村
ニ
泊
ス
。

と
あ
り
、
デ・
レ
ー
ケ
自
身
が
、
エ
ッ
セ
ル

に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
も
、
こ
の
時
の
様
子

を「
あ
な
た
は
、
私
が
送
っ
た
ロ
ー
マ
字
で

表
し
た
日
本
地
図
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
そ
れ
を
ご
覧
に
な
っ
た
ら
、
私
が
お

話
し
す
る
中
山
道
の
旅
が
理
解
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
は
大
変
思
い
出
深
い
旅
で
し

た
が
、
特
に
、
飛
騨
を
通
る
迂
回
路
は
歩
く

と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
の
で
大
変
疲
れ
ま
し

た
。」と
書
い
て
い
ま
す
。
日
記
に
あ
る
よ
う

に
益
田
郡
の
視
察
で
は
、下
呂
村
の
湯
ヶ
峰・

栃
洞
の
崩
壊

個
所
を
調
査

し
て
砂
防
工

法
の
指
導
を

行
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
栃
洞

で
、
明
治
一
九

年（
一
八
八
六
）

頃
、
飛
騨
川
水
系
で
最
初
の
砂
防
工
事
が
内

務
省
直
轄
に
よ
っ
て
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
工
事
の
中
断
が
あ
り
、
明
治
三
九
年
に

は
山
麓
の
県
道
ま
で
流
失
す
る
大
崩
壊
も

あ
っ
て
、
す
べ
て
の
工
事
が
完
了
し
た
の
は

大
正
三
年
で
し
た
。
栃
洞
と
同
時
に
下
呂
村

の
小
川
谷
で
も
着
工
さ
れ
、
谷
筋
の
要
所
に

石
堰
堤
を
築
い
て
い
き
ま
し
た
。
小
川
谷
に

は
、
今
で
も
砂
防
の
役
割
を
十
分
に
果
た
し

て
い
る
巨
石
積
堰
堤
が
現
存
し
て
お
り
、
こ

の
当
時
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

■
参
考
文
献

『
飛
騨
下
呂　

通
史
・
民
俗
』
平
成
二
年　

下
呂
町

『
萩
原
の
維
新
と
梅
村
騒
動
』
平
成
元
年

　

萩
原
町
教
育
委
員
会　

『
岐
阜
県
の
地
名
』
平
成
元
年　

平
凡
社　

『
岐
阜
県
治
水
史
』
昭
和
二
八
年　

岐
阜
県

『
木
曽
三
川
流
域
史
』
平
成
四
年　

　

中
部
地
方
整
備
局

梅村堤防

功績碑

湯ヶ峰

小川谷の巨石積堰堤
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岐阜県下呂市

山
と
水
の
故
郷
・

下
呂
の
文
化
に
ふ
れ
る
旅

雄
大
な
飛
騨
山
脈
と
そ
こ
に
端
を
発
す
る
豊
か
な
清

流
に
恵
ま
れ
た
岐
阜
県
下
呂
市
。
大
自
然
の
恵
み
は

こ
の
地
に
数
多
く
の
文
化
を
は
ぐ
く
み
、
名
泉
と
名

高
い
温
泉
地
と
し
て
訪
れ
る
人
々
の
心
と
体
を
癒
し

て
き
ま
し
た
。
湯
治
客
を
魅
了
し
つ
づ
け
る
下
呂
の

歴
史
と
文
化
を
た
ど
り
、
そ
の
神
秘
に
ふ
れ
る
旅
へ

と
で
か
け
て
み
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

気
ま
ま
にJO

U
R
N
EY

飛
騨
街
道
の
難
所
・
中
山
七
里

　

初
夏
の
陽
光
が
ま
ぶ

し
い
国
道
四
一
号
を
北

に
向
か
い
下
呂
市
に

入
っ
て
し
ば
ら
く
行
く

と
飛
騨
路
を
代
表
す
る

景
勝
地
・
中
山
七
里
に

さ
し
か
か
り
ま
す
。
飛
騨
木
曽
川
国
定
公
園

の
一
画
を
占
め
、
屏
風
岩
や
羅
漢
岩
な
ど
見

ご
た
え
の
あ
る
巨
岩
奇
石
の
数
々
や
春
か
ら

初
夏
に
か
け
、
岩
の
間
に
咲
く
つ
つ
じ
の
可

憐
な
姿
、
夏
は
新
緑
、
秋
に
は
紅
葉
と
四
季

折
々
に
自
然
の
ア
ー
ト
を
堪
能
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
下
呂
市
は
、
雄
大
な
飛
騨
山
脈
に
抱

か
れ
た
急
峻
な
地
。
豊
か
な
森
と
清
流
に
恵

ま
れ
た
山
国
の
歴
史
と
文
化
を
訪
ね
て
み
ま

し
ょ
う
。名

泉
の
白
鷺
伝
説
を
訪
ね
て

　

国
道
四
一
号
を
北
へ
走
っ
て
い
く
と「
歓

迎　

下
呂
温
泉
」へ
と
い
う
ア
ー
チ
型
の
看

板
に
出
合
い
ま
す
。
誘
わ
れ
る
よ
う
に
そ
の

看
板
を
く
ぐ
れ
ば
、
日
本
三
名
泉
に
数
え
ら

れ
る
温
泉
街
が
飛
騨
川
を
中
心
に
広
が
り
ま

す
。
街
の
中
央
で
飛
騨
川
に
注
ぐ
阿
多
野
谷

川
沿
い
の
散
策
路
に
は
、
カ
ラ
ン
コ
ロ
ン
と

下
駄
の
音
。
タ
オ
ル
片
手
に
浴
衣
姿
の
湯
め

ぐ
り
客
。
温
泉
街
の
風
情
が
漂
い
ま
す
。

　

こ
の
地
に
は
源
泉
の
起
源
に
ま
つ
わ
る

「
白
鷲
伝
説
」が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

下
呂
温
泉
は
約
千
年
前
、
湯
ヶ
峰
に
湧
出

し
て
い
た
と
い
わ
れ
、
こ
の
湧
出
地
は
頂
上
付

近
で
、
今
で
も
湯
壷
の
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
文
永
二
年（
一
二
六
五
）の
大
地
震

で
湧
き
出
て
い
た
温
泉
が
突
然
止
ま
り
、
村

人
が
困
り
は
て
て
い
た
と
き
、
一
羽
の
白
鷺

が
益
田
川
の
河
原
に
舞
い
降
り
て
、
新
し
い

源
泉
を
村
人
に
知
ら
せ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
の
白
鷺
が
消
え
た
跡
に
残
さ
れ
て
い
た

と
い
う
薬
師
如
来
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
の
が

温
泉
街
の
高
台
に
あ
る
温
泉
寺
。
寛
文

一
一
年（
一
六
七
一
）に
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の

禅
寺
と
し
て
建
立
さ
れ
た
温
泉
寺
に
は
、
温

泉
の
歴
史
を
記
し
た「
湯
文
」や
絵
馬
な
ど
貴

重
な
文
化
財
も
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

麓
の
地
蔵
堂
か
ら
長
く
続
く
一
七
三
段
も

の
石
段
を
登
っ
て
、
よ
う
や
く
辿
り
着
く
山

門
。
山
門
を
抜
け
境
内
に
入
る
と
、
そ
こ
か

ら
は
下
呂
の
町
並
み
が
一
望
で
き
ま
す
。
吹

き
抜
け
る
爽
や
か
な
風
が
、
汗
を
か
い
た
額

や
頬
を
撫
で
て
い
き
ま
す
。
江
戸
時
代
の
湯

治
客
も
こ
の
風
を
受
け
、
登
段
し
た
達
成
感

に
浸
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

い
に
し
え
へ
と
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

　

温
泉
街
の
東
、
弘
法
山
の
な
だ
ら
か
な
丘

陵
地
に
あ
る
下
呂
温
泉
合
掌
村
で
は
、
世
界

遺
産
と
な
っ
た
飛
騨
白
川
郷
か
ら
合
掌
家
屋

が
移
築
さ
れ
、
往
時
の
生
活
を
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
か
で
も
一
際
目
を
引
く「
旧
大
戸
家
住

宅
」は
、
御
母
衣
ダ
ム
建
設
の
際
に
水
没

す
る
場
所
に
あ
っ
た
も
の
で
、
天
保
四
年

（
一
八
三
三
）か
ら
弘
化
三
年（
一
八
四
六
）ま

で
一
三
年
を
か
け
て
建
造
さ
れ
た
国
指
定

重
要
民
俗
文
化

財
で
す
。
間
口

二
一
ｍ
、
奥
行

き
一
二
・三
ｍ
、

高
さ
一
三
ｍ
の

切
妻
茅
葺
き
合

掌
造
り
で
は
最
大
級

の
も
の
で
す
。

　

村
内
で
人
気
の
演

芸
館
だ
っ
た「
し
ら
さ

ぎ
座
」が
、
平
成
二
〇

年
七
月
二
〇
日（
日
）か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
て
、
国
内
唯
一
の
常
設
影
絵
上

演
館
に
変
わ
り
ま
す
。「
お
美
津
ぎ
つ
ね
」な

ど
下
呂
市
に
伝
わ
る
伝
説
や
昔
話
を
、
地
域

の
暮
ら
し
や
文
化
が
織
り
交
ぜ
て
、
ノ
ス
タ

ル
ジ
ッ
ク
な
影
絵
で
上
演
し
て
い
く
と
の
こ

と
、
下
呂
の
歴
史
や
文
化
に
ふ
れ
る
絶
好
の

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
期
待
が
ふ
く
ら
み
ま
す
。

　

合
掌
村
か
ら
さ
ら
に
東
へ
歩
く
と
飛
騨
川

の
支
流
に
架
か
る
縄
文
橋
と
い
う
歩
行
者
専

用
の
橋
が
あ
り
ま
す
。
合
掌
村
と
縄
文
公
園

を
結
ぶ
こ
の
橋
は
、
温
泉
街
を
一
望
で
き
る

穴
場
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

縄
文
橋
を
渡
る
と
そ
こ
は
、
次
の
目
的
地

の
縄
文
公
園
。
昭
和
四
一
年
以
来
の
発
掘
調

査
で
出
て
き
た
縄
文
時
代
か
ら
弥
生
時
代
の

住
居
が
復
元
し
て
公
開
さ
れ
、
隣
接
す
る
ふ

る
さ
と
歴
史
記
念
館
に
は
、
公
園
か
ら
出
土

し
た
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
並
み

しらさぎ座（合掌村）

旧大戸家住宅（合掌村）

中山七里（牙岩付近）
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気
ま
ま
にJO

U
R
N
EY

気ままにJOURNEY

を
借
景
に
た
た
ず
む
太
古
の
家
屋
。
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
そ
の
情
景
と
開

放
感
に
心
が
解
き
放
た
れ
て
い
き
ま
す
。

先
人
の
残
し
た
遺
産
を
堪
能

　

下
呂
温
泉
を
あ
と
に
、
飛
騨
川
の
流
れ
を

遡
る
よ
う
に
走
っ
て
い
る
と
、
併
走
す
る

Ｊ
Ｒ
高
山
線
の
単
線
が
山
郷
の
景
観
に
馴
染

ん
で
、
ふ
っ
と
童
心
に
返
り
寄
り
道
し
た
く

な
る
そ
ん
な
懐
か
し
く
素
朴
な
山
あ
い
の
風

景
が
続
き
ま
す
。

　

そ
の
線
路
を
横
切
り
到
着
し
た
の
は
、

龍り
ょ
う
た
く
ざ
ん

澤
山
禅
昌
寺
。
臨
済
宗
妙
心
寺
派
で

禅
宗
で
も
高
い
格
を
持
ち
、
天
下
十
刹
に

数
え
ら
れ
る
名
刹
で
す
。
平
安
時
代
、
高

僧
恵
心
僧
都（
源
信
）が
庵
を
構
え
、
観
世

音
菩
薩
を
祀
り
創
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

戦
国
時
代
の
再
興
以
来
、
宋
様
式
の
伽
藍

の
威
容
を
誇
り
、
平
安
様
式
の
建
物
、
茶
人・

金
森
宗
近
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
茶
室
、
名
称

指
定
の
庭
園「
萬
歳
洞
」、
雪
舟
筆「
大
達
磨

像
」、
狩
野
永
徳
の「
菊
花
屏
風
」勅
旨
お
手

植
え
の
ゆ
か
り
の
梅
な
ど
を
先
人
た
ち
の
残

し
た
遺
産
を
堪
能
で
き
ま
す
。

　

境
内
の
正
面
に
は
青
々
と
し
た
山
並
み
が

ま
る
で
、
寺
を
包
み
こ
む
よ
う
に
迫
り
、
幽

遠
な
趣
き
の
本
堂
、
榑く

れ

葺
き
の
屋
根
に
注
ぐ

柔
ら
か
な
陽
光
、
雪
吊
り
を
か
け
ら
れ
た
松

が
心
安
ぐ
一
時
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

伝
説
と
と
も
に
た
た
ず
む
久
津
八
幡
宮

　

萩
原
駅
を
過
ぎ
る
と
、
右
手
に
飛
騨
の

二
の
宮
と
し
て
広
く
信
仰
を
集
め
る
久
津

八
幡
宮
が
見
え
て
き
ま
す
。
創
建
は
、
約

一
六
〇
〇
年
前
と
い
わ
れ
、
応
永
一
九
年

（
一
四
一
二
）再
建
の
本
殿
と
天
正
九
年

（
一
五
八
一
）再
建
の
拝
殿
は
、
と
も
に
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
中
世
の
代
表
的

な
建
築
様
式
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
玉
砂

利
を
踏
み
し
め
、
厳
か
な
雰
囲
気
と
歴
史
を

感
じ
な
が
ら
境
内
を
散
策
し
ま
す
。

　

拝
殿
の
軒
に
彫
り
こ
ま
れ
た「
水
よ
ぶ
コ

イ
」は
、
飛
騨
の
匠
の
手
に
よ
り
作
ら
れ
た

伝
説
の
あ
る

彫
刻
で
、
今

号
の
民
話
の

小
箱
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。

本
殿
南
側
の

妻
に
施
さ
れ

た「
鳴
い
た
ウ

グ
イ
ス
」に
も

同
様
に
神
秘

的
な
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
殿
の
脇
に
そ
び
え
る
樹
齢

一
二
〇
〇
年
以
上
の
夫
婦
杉
は
国
の
天
然
記

念
物
で
、
上
本
殿
に
近
い
方
に
あ
る
杉
を
雄

杉
、
も
う
一
方
を
雌
杉
と
い
い
、
台
風
で
二

本
と
も
幹
の
上
部
を
失
っ
て
い
ま
す
。
特
に

雌
杉
の
方
は
上
部
が
細
く
独
特
の
姿
を
し
て

お
り
、
地
上
八
尺（
約
二
四
・二
四
ｍ
）の
と

こ
ろ
に
あ
る
豊
満
な
婦
人
の
乳
房
の
形
を
し

た
樹
の
こ
ぶ
か
ら
、
乳
状
の
樹
脂
を
分
泌
す

る
た
め
、
母
乳
の
少
な
い
産
婦
か
ら「
も
ら

い
乳
の
こ
ぶ
」と
し
て
も
信
仰
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

清
流
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
や
四
季
折
々
の
匂

い
を
運
ぶ
自
然
に
心
癒
さ
れ
る
、
現
代
人
の

心
の
湯
治
場（
ふ
る
さ
と
）下
呂
の
町
。
そ
の

悠
々
と
し
た
歴
史
と
自
然
が
は
ぐ
く
ん
で
き

た
文
化
。
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
感
じ
、
心
の
琴

線
に
触
れ
る
旅
へ
で
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

龍澤山禅昌寺

久津八幡宮

縄文公園
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歴
史
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

堤
内
地
の
滞
留
水
対
策
と

低
水
路
計
画

明
治
改
修
の
目
的
の
ひ
と
つ
は
、
輪
中
内
に

停
滞
す
る
悪
水
の
排
水
で
し
た
。
デ
・
レ
ー

ケ
は
、
排
水
を
妨
げ
る
土
砂
堆
積
を
防
ぎ
、

舟
運
に
利
す
る
よ
う
低
水
路
を
設
計
し
、
こ

れ
を
守
る
ケ
レ
ッ
プ
水
制
を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
通
船
路
と
し
て
デ
・
レ
ー
ケ
が
提
案

し
た
閘
門
が
船
頭
平
に
築
造
さ
れ
ま
し
た
。

落
出
申
候
処
、

木
曽
川
之
水

高
成
申
候
故
、

伊
尾
川
之
水

随
而
高
罷
成

申
候
・
・
・
高

須
輪
中
悪
水

一
円
落
不
申
、

年
々
水
損
相

増
悉
難
儀
ニ

罷
成
。」

　

幕
府
は
、

こ
う
し
た
問

題
を
解
決
す

る
た
め
、
延
享
四
年（
一
七
四
七
）、
二
本
松

藩
に
対
し
て
木
曽
三
川
改
修
の
御
手
伝
普
請

を
命
じ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
木
曽
三
川
の

御
手
伝
普
請
の
歴
史
が
始
ま
り
ま
し
た
。　

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
宝
暦
治
水
や
明
和
治

水
な
ど
数
々
の
大
普
請
に
よ
っ
て
も
、
滞
留

水
に
よ
る
災
害
は
減
少
す
る
こ
と
な
く
、
多

く
の
輪
中
地
域
で
は
、
高
須
輪
中
南
部
の
本

阿
弥
新
田
に
お
け
る
取
箇
米（
年
貢
）の
変
化

の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
収
穫
が
皆
無
と

な
る
状
態
に
ま
で
荒
廃
し
ま
し
た
。

　

安
永
年
間
頃（
一
七
七
二

－

一
七
八
〇
）

に「
堀
上
げ
田
」の
技
術
が
開
発
さ
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
耕
作
地
は
僅
か
な
が
ら
回

復
し
ま
し
た
が
、
抜
本
的
な
対
策
が
行
わ

れ
な
い
状
態
で
明
治
改
修
を
迎
え
ま
し
た
。

明
治
改
修
の
目
的「
輪
中
の
排
水
」

　
「
明
治
改
修
」と
呼
ば
れ
た
木
曽
川
下
流

部
の
河
川
改
修
工
事
の
目
的
は
、
木
曽
川

改
修
工
事
概
要（
名
古
屋
土
木
出
張
所
）に

「
其
目
的
ト
ス
ル
所
ハ
高
水
ノ
除
害
低
水
ノ

改
良
即
チ
堤
内
悪
水
ノ
改
良
及
揖
舟
ノ
便

ヲ
増
進
ス
ル
ニ
ア
リ
テ
前
二
項
ヲ
最
モ
重

要
ト
セ
リ
」と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
、

洪
水
に
よ
る
災
害
防
止
。
一
、
堤
内
地
の
滞

留
水（
悪
水
）の
排
除
改
善
。
一
、
舟
運
路
の

確
保
の
三
点
で
し
た
。

　

特
に
、
堤
内
地
の
滞
留
水（
悪
水
）対
策
に

つ
い
て
は
、「
特
ニ
沿
岸
ニ
低
地
多
ク
悪
水

ノ
排
除
意
ノ
如
く
ク
ナ
ラ
ス
其
耕
作
物
ニ
及

ホ
ス
損
害
ハ
敢
テ
高
水
ニ
譲
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア

ル
ニ
似
タ
リ
」（
木
曽
川
改
修
工
事（
内
務
省

土
木
局
））の
よ
う
に
洪
水
対
策
と
同
等
の
必

要
性
が
認
識
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、デ・

レ
ー
ケ
の
指
導
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
た

改
修
計
画
平
面
図
に

も
、
洪
水
対
策
と
と
も
に「
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

Ａ
Ｅ　

Ｏ
Ｆ　

Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｅ
Ｒ

Ｓ
」（
輪
中
の
排
水
）と
書
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
確
認
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
木
曽
川
改
修
工
事（
内
務
省
土
木

局
）に
は「
治
水
ノ
根
本
策
ト
シ
テ
ハ
三
川
ヲ

分
流
セ
シ
メ
各
其
特
有
ノ
流
量
ヲ
流
下
セ
シ

メ
土
砂
沈
澱
ヲ
防
キ
之
ニ
伴
フ
損
害
ヲ
除
ク

ト
同
時
ニ
他
川
ニ
害
ス
ル
コ
ト
ナ
カ
ラ
シ
ム

ル
ニ
ア
リ
」と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ

の
滞
留
水（
悪
水
）対
策
の
た
め
に
も
、
網
目

状
に
乱
流
し
て
い
る
木
曽
三
川
を
木
曽・
長

良・
揖
斐
の
三
川
に
分
離
す
る
こ
と
が
抜
本

対
策
と
し
て
取
組
ま
れ
た
の
で
し
た
。

広
大
な
被
害
面
積

　

明
治
初
期
の
木
曽
三
川
下
流
部
の
滞
留

水（
悪
水
）の
被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、
明
治

増
大
す
る
滞
留
水
（
悪
水
）災
害

　

濃
尾
平
野
は
、
西
側
に
傾
動
す
る
地
形
を

形
成
し
て
い
る
た
め
、
木
曽
川
で
氾
濫
し
た

洪
水
は
、
長
良
川
筋
か
ら
揖
斐
川
筋
に
ま
で

及
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
各
河
川
か
ら
流

出
し
て
き
た
土
砂
は
河
道
に
堆
積
し
て
河
床

を
高
め
、
平
常
時
も
流
水
を
滞
留
さ
せ
て
、

沿
岸
の
多
く
の
輪
中
か
ら
の
排
水
を
困
難
に

し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
輪
中
内
の
耕
地
は
、

滞
留
水（
悪
水
）に
よ
り
浸
水
し
、
耕
作
で
き

な
い
区
域
が
増
大
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
江
戸
時
代
に
入
り

新
田
開
発
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
顕
在
化

し
、
木
曽
三
川
下
流
部
で
は
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

延
享
三
年（
一
七
四
六
）正
月
に
は
、安
八・

石
津・
海
西
郡（
現
岐
阜
県
）四
〇
ヶ
村
の
庄

屋
が
連
名
で
、
滞
留
水
に
よ
る
災
害
の
状
態

を
次
の
よ
う
に
多
良
御
役
所（
高
木
水
行
奉

行
）へ
訴
え
で
ま
し
た
。「
木
曽
川
別
而
高
山

よ
り
流
出
申
候
故
、
出
水
之
度
毎
ニ
土
砂
大

分
押
出
、
川
床
埋
、
常
水
高
罷
成
申
候
。
美

濃
国
西
南
各
村
々
之
悪
水
は
皆
伊
尾
川
へ

西側が低い地形

本阿弥新田の取箇米の変化（「本阿弥輪中」松原義継著より作図）

改修計画平面図（部分）

宝
水
地
震

元
文
洪
水

宝
暦
治
水

明
和
治
水

堀
田
技
術
開
発

万
寿
騒
動

定
免
裁
許
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歴
史
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

歴史ドキュメント

一
一
年（
一
八
七
八
）、デ・
レ
ー
ケ
が
、岐
阜・

愛
知・
三
重
の
三
県
に
対
し
て
実
態
調
査
を

求
め
た
結
果
で
は
、
岐
阜
県
二
二
八・〇
㎢
、

愛
知
県
二
四・二
㎢
、
三
重
県
三
七・三
㎢
で

し
た
。
岐
阜
県
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
滞
留
水

（
悪
水
）に
よ
る
潰
地
が
一
二
・八
㎢
存
在
す

る
と
し
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
を
加
え
る
と

木
曽
三
川
下
流
部
の
滞
留
水（
悪
水
）に
よ
る

被
害
地
面
積
は
三
〇
二
・三
㎢
に
及
ん
で
い

ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
近
年
に
お
け
る
濃
尾
平
野
の

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯（
朔
望
平
均
満
潮
面
以

下
の
面
積
）の
面
積
は
、
約
四
〇
二
㎢（
昭
和

六
三
年
度
環
境
庁
調
べ
）で
す
か
ら
、
滞
留
水

に
よ
る
被
害
の
大
き
さ
が
想
像
で
き
ま
す
。

淀
川
の
経
験
を
生
か
し
た
低
水
路
計
画

　

堤
内
地
の
排
水
を
妨
げ
て
い
る
直
接
の
原

因
は
、
揖
斐
川
な
ど
の
河
床
に
堆
積
し
た
土

砂
で
す
。
デ・
レ
ー

ケ
は
、
こ
の
土
砂

の
害
を
無
く
す
る

た
め
に
、
上
流
域

で
の
砂
防
を
優
先

的
に
行
う
こ
と
を

力
説
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
改
修
計

画
に
お
い
て
デ
・

レ
ー
ケ
は
、
淀
川

で
舟
運
の
た
め
に

設
計
し
た「
低
水

路
」の
経
験
を
生
か

し
て
、
木
曽
三
川

を
分
離
す
る
と
と
も
に

新
し
い
木
曽
川
や
長
良

川
、
揖
斐
川
に
は
、
平

常
時
の
河
川
流
量
を
流
す「
低
水
路
」を
計
画

し
ま
し
た
。

　

こ
の
低
水
路
は
、
木
曽
三
川
の
広
い
川
幅

の
中
に
、
一
定
の
幅
と
水
深
を
も
っ
た
水
路

を
作
り
、
こ
の
水
路
に
平
常
時
の
河
川
流
量

を
流
す
も
の
で
す
。

　

平
常
時
の
河
川
流
量
は
、
従
来
の
よ
う

に
中
洲
に
よ
っ
て
流
れ
を
妨
げ
ら
れ
る
こ

と
な
く
、
河
川
勾
配
に
見

合
っ
た
流
速
を
保
ち
な
が

ら
、
上
流
か
ら
流
れ
て
き

た
土
砂
を
海
へ
流
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
途
中
で
の
土

砂
の
堆
積
を
防
ぎ
、
結
果

と
し
て
木
曽
三
川
の
平
常

時
の
水
位
を
低
く
保
つ
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

明
治
改
修
に
お
い
て
は「
し
ゅ
ん
せ
つ
」

が
、
中
心
的
な
工
事
で
し
た
が
、
こ
の「
し
ゅ

ん
せ
つ
」は
、
洪
水
や
平
常
時
の
河
川
水
位

を
低
く
す
る
低
水
路
開
削
の
た
め
の
工
事
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

三
川
分
離
に
よ
っ
て
、
新
し
い
木
曽
川
や

長
良
川
の
河
川
敷
と
な
っ
た
輪
中
の
土
地

も
、
こ
の
低
水
路
に
あ
た
る
部
分
は
、
掘
り

下
げ
ら
れ
て
当
時
の
面
影
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
高
水
敷
と
し
て
残
さ
れ
た
木
曽
川
の
海

津
市
成
戸
や
桑
名
市
長
島
町
西
川
付
近
、
長

良
川
の
海
津
市
勝
賀
、
ま
た
揖
斐
川
の
海
津

市
平
田
町
今
尾
に
は
、
か
つ
て
の
輪
中
内
の

土
地
の
面
影
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

低
水
路
を
守
る
ケ
レ
ッ
プ
水
制

　

低
水
路
は
、
木
曽
川
で
は
計
画
低
水
流
量

を
毎
秒
約
一
二
二
㎥
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
数
値
が
、
ど
の
よ
う
な
手
法

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
の
か
、
こ
れ
を
明

ら
か
に
し
た
資
料
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
現
在
の
木
曽
川
の
低
水
流
量
は
毎
秒

約
一
三
〇
㎥
と
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
デ
・

レ
ー
ケ
の
技
術
力
が
評
価
さ
れ
ま
す
。

　

低
水
路
の
水
深
は
、
土
砂
を
流

す
た
め
の
流
速
や
舟
運
を
考
え
て

木
曽
川
で
は
一
・二
か
ら
一
・五
ｍ

と
し
て
、
低
水
路
幅
は
、
上
流

端
の
八
神（
羽
島
市
）付
近
で
は
約

一
三
六
ｍ
と
し
、
河
口
で
は
約

三
六
四
ｍ
と
し
ま
し
た
。

　

長
良
川
や
揖
斐
川
も
木
曽
川
と

同
様
な
手
法
に
よ
っ
て
低
水
路
が

設
計
さ
れ
、
こ
の
設
計
に
そ
っ
て
、
川
底
の

掘
削
や
し
ゅ
ん
せ
つ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
低
水
路
を
守
り
維
持
す
る
た
め
に
、

「
ケ
レ
ッ
プ
水
制
」が
低
水
路
の
要
所
々
々
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

ケ
レ
ッ
プ
水
制
は
、
デ・
レ
ー
ケ
ら
オ
ラ

ン
ダ
人
技
師
に
よ
っ
て
我
が
国
に
導
入
さ

れ
た
工
法
で
す
が
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の「
Ｋ
Ｒ

Ｉ
Ｂ
」が「
ケ
レ
ッ
プ
」と
日
本
語
読
み
さ
れ
、

ま
た
、
当
時
の
新
聞
な
ど
に
は
、
水
制
と
翻

訳
さ
れ
て
、
ケ
レ
ッ
プ
と
ル
ビ
が
つ
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
第
に
、
ケ
レ
ッ
プ
の

こ
と
を
ケ
レ
ッ
プ
水
制
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。

　

ケ
レ
ッ
プ
水
制
は
、「
粗そ

だ朶
」と「
土
石
」を

組
み
合
わ
せ
た「
粗
朶
沈
床
」に
よ
り
造
ら
れ

ま
す
が
、
堤
防
か
ら
河
川
の
流
れ
に
ほ
ぼ
直

角
に
川
の
方

向
に
突
出
し

て
も
う
け
ら

れ
る
も
の
を

「
幹
部
水
制
」

と
い
い
、
そ

の
先
端
に
川

の
流
れ
に
平

行
し
て
設
け

ら
れ
る
も
の

を「
頭
部
水

制
」と
呼
ん
で

い
ま
し
た
。

　

ケ
レ
ッ
プ

水
制
は
、
河

川
の
凹
部
な

低水路横断面図

木曽川の低水路平面

低水路諸元

木曽川低水路の現況

ケレップ水制断面図

木曽川 長良川 揖斐川

450～1,200尺 400～730尺 200～730尺

（136～364m） （121～221m） （61～221m）
低水路幅

低水路水深
4～5尺 4～6尺 3～6尺

（1.2～1.5m） （1.2～1.8m） （0.9～1.8m）

堤 防 堤 防

低水路巾 136 ～ 364ｍ

ケレップ水制高水敷

低水位

1.2 ～ 1.5ｍ

1 :11 :
1  

 
       30～ 40kg 程度の玉石

4kg以下の礫

3.6ｍ

粗朶沈床

0.45cm
低水位
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歴
史
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

ど
で
堤
防
に
衝
突
す
る
強
い
流
れ
を
や
わ
ら

げ
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
も
の
で
す
か
、
木

曽
三
川
で
は
、
低
水
路
の
固
定
の
た
め
に
も

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
数
は
、
三
九
三
箇

所
、
そ
の
総
延
長
は
約
六
万
五
千
九
百
ｍ
に

及
び
ま
し
た
。

　

当
初
の
施
工
計
画
で
は
、「
粗
朶
沈
床
」の

み
に
よ
る
ケ

レ
ッ
プ
水
制

が
計
画
さ
れ

て
い
ま
し
た

が
、
激
し
い

水
流
に
よ
る

損
傷
が
懸
念

さ
れ
た
た
め
、

表
面
を
玉
石

に
よ
っ
て
張

り
石
し
た「
上

層
工
」を
施
す

こ
と
に
変
更

し
て
施
工
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ケ
レ
ッ
プ
水
制
の
多
く
は
、
近

年
の
改
修
工
事
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
高
水

敷
な
ど
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
、
現
在
で
は
そ

の
姿
を
各
地
で
み
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん

が
、
木
曽
川
右
岸
の
立
田
大
橋
か
ら
上
流
で

は
、
現
在
も
多
く
の
ケ
レ
ッ
プ
水
制（
幹
部

水
制
の
み
）を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

閘
門
は
船
頭
平
へ

　

低
水
路
は
、
三
川
分
流
成
功
式
が
挙
行
さ

れ
た
明
治
三
三
年（
一
九
〇
〇
）四
月
に
は
、

木
曽
川
が
完
成
し
、
長
良
川
も
大
須・
小
藪

間
を
除
い
て
完
成
し
て
い
ま
し
た
。
残
る
揖

斐
川
も
明
治
三
九
年（
一
九
〇
六
）に
は
河
口

部
を
除
い
て
完
成
し
、
滞
留
水
の
排
除
に
大

き
く
貢
献
す
る
と
共
に
、
安
定
し
た
舟
運
路

が
出
現
し
ま
し
た
。

　

木
曽
・
長
良
・
揖
斐
の
三
川
を
結
ぶ
通
船

路
に
つ
い
て
は
、
デ・
レ
ー
ケ
は
木
曽
川
下

流
概
説
書
に
お
い
て「
木
曽
川
ト
他
ノ
両
河

ト
ノ
間
ニ
通
船
等
ノ
為
常
ニ
河
水
ノ
流
通
ヲ

許
サ
ズ
、
唯「
シ
キ
ュ
ッ
ト
ス
ロ
イ
ス
」（
通

船
度
毎
ニ
開
閉
ス
ル
樋
門
）ヲ
用
ヒ
テ
此
ノ

通
路
ヲ
得
ル
ノ
ミ
、
此
ノ
樋
門
ハ
通
船
ノ
為

最
モ
便
利
ナ
ル
場
所
ヲ
撰
ビ
後
日
築
設
ス
ル

ヲ
得
ル
」と
閘
門
を
設
置
す
る
こ
と
を
提
案

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
具
体
的
な
位
置
は
示
し
て

い
な
く
、
政
府
の
当
初
の
改
修
計
画
に
は
、

そ
の
費
用
も
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
閘
門
の
適
地
と
し
て「
船

頭
平
」と「
鰻
江
」が
比
較
検
討
さ
れ
た
結
果
、

「
船
頭
平
」地
先
に
設
置
す
る
こ
と
に
整
理
さ

れ
ま
し
た
。

　

明
治
二
九
年
の
計
画
変
更
の
際
に
閘
門
の

建
設
が
認
め
ら
れ
、
六
八
、五
〇
〇
円
の
予

算
が
計
上
さ
れ
、
構
造
設
計
の
た
め
の
調
査

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、明
治
二
七
年（
一
八
九
四
）に
は
、

桑
名
町
民
な
ど
か
ら「
船
頭
平
」「
鰻
江
」「
青

鷺
川
」の
三
箇
所
に
閘
門
を
設
置
す
る
よ
う

国
会
請
願
も
あ
り
、
閘
門
の
着
工
が
注
目
さ

れ
ま
し
た
。

通
船
路
の
か
な
め
「
船
頭
平
閘
門
」の
着
工

　

閘
門
の
設
計
は
、
青
木
良
三
郎
内
務
技
師

に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
我
が
国
で

は
、
既
に
北
上
川
に
石
井
閘
門（
明
治
一
三

年
完
成
）や
琵
琶
湖
疎
水
の
大
津
閘
門（
明

治
二
二
年
完
成
）が
完
成
し
て
い
ま
し
た
か

ら
、
こ
れ
ら
の
経
験
を
生
か
す
と
共
に
、
デ・

レ
ー
ケ
ら
に
よ
っ
て
も

た
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ

の
技
術
書「
水
工
技
術
」

（W
aterbouw

kunde

）

に
よ
っ
て
設
計
し
た
も

の
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

閘
門
の
規
模
は
、
油

島
地
点
の
船
や
筏
の

通
航
実
績
か
ら
、
一
日

一
〇
時
間
の
操
作
と

し
て
船
で
は
四
〇
〇

隻
、
筏
で
は
一
五
〇
枚

を
通
航
さ
せ
る
も
の
と

し
て
、
閘
門
の
有
効
長
一
二
〇
呎（
三
六・六

ｍ
）、
幅
一
八
呎（
五・四
九
ｍ
）、
低
水
深
五

呎（
一・五
二
ｍ
）と
し
て
設
計
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
閘
室
の
大
き
さ
は
、
長
さ
八
〇
呎

（
二
四・四
ｍ
）、
底
幅
一
八
呎（
五・四
九
ｍ
）、

側
壁
は
一
割
勾
配
の
石
積
み
で
し
た
。

　

明
治
三
一
年
度
末（
一
九
九
八
）に
は
調

査
設
計
が
終
り
、
明
治
三
二
年
度
に
は
諸
材
料

の
調
達
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
明
治
三
五
年

（
一
九
〇
二
）の
完
成
を
目
指
し
て
本
格
的
な
工

事
に
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

■
参
考
引
用
文
献

『
木
曽
川
改
修
工
事
』　

大
正
八
年
一
〇
月

　

内
務
省
土
木
局

『
木
曽
川
改
修
工
事
概
要
』　

明
治
四
四
年
一
月

　

内
務
省
名
古
屋
土
木
出
張
所

『
船
頭
平
閘
門
改
築
記
念
誌
』　

平
成
八
年
三
月

　

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
岐
阜
県
治
水
史
』　

昭
和
二
八
年　

岐
阜
県

▲船頭平閘門設計書

▼船頭平閘門の設計図

ケレップ水制

ケレップ水制群の説明
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近
代
に
お
け
る
長
良
川
の
舟
運（
一
）     

　

中
流
域
を
中
心
と
し
た
川
湊
の
分
布
と
舟
運
圏
の
構
造

TALK&TALK

1955年（昭和30年）岐阜市に生まれる。昭和53年、小学
校教員となり以後、岐阜市歴史博物館、岐阜県教育委員
会事務局図書館建設推進室、岐阜県博物館等を経て、現
在は岐阜市立鷺山小学校勤務。『木曽三川流域誌』（建設
省中部地建・平成４年）に執筆他。　

　
　

松
田  

千
晴   

氏

松田  千晴 氏

TA
LK
&
TA
LK

一  
は
じ
め
に

  

今
日
で
は
限
ら
れ
た
範
囲
で
鵜
飼
舟
が
見

ら
れ
る
程
度
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
感
の
あ
る

長
良
川
で
あ
る
が
、
か
つ
て
は
流
域
で
生
産

さ
れ
た
物
資
を
運
送
す
る
た
め
に
無
数
の
荷

船
が
往
来
す
る
、
濃
尾
平
野
の
経
済
活
動
に

と
っ
て
は
大
動
脈
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

重
要
河
川
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

  

と
こ
ろ
で
、
長
良
川
水
系
に
お
け
る
舟

し
ゅ
う
う
ん運

が
記
録
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
戦

国
時
代
末
期
・
織
田
信
長
の
時
代
で
あ
る
。

長
良
川
の
舟
運
が
内
包
す
る
重
要
性
に
着
目

し
て
い
た
信
長
は
、
美
濃
国
を
手
中
に
す
る

や
い
な
や
、す
ぐ
さ
ま
地
元
商
人
に
よ
る「
船

薪
座
」を
中な

か
が
わ
ら
み
な
と

河
原
湊（
現
岐
阜
市
湊
町
周
辺
）

に
結
成
さ
せ
、
領
国
経
営
の
一
環
と
し
た
。

　

そ
の
後
、
近
世
に
入
る
と
、
徳
川
幕
府
か

ら
新
た
に
岐
阜
町
を
加
増
さ
れ
た
尾
張
藩

が
、
長
良
川
の
左
岸・
金
華
山
の
麓
に
長
良

川
役
所
な
る
機
関
を
設
置
し
、
長
良
川
を
往

来
す
る
荷
船
や
桴

い
か
だに

税
を
課
す
な
ど
、
長
良

川
水
系
の
河
川
水
運
は
封
建
領
主
の
支
配
下

に
置
か
れ
て
き
た
。

　

中
世
末
期
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
一
貫
し

て
濃
尾
平
野
に
お
け
る
経
済
活
動
に
と
っ
て

必
要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
っ
た
長
良
川
の
舟

運
の
重
要
性
は
、
近
代
に
入
っ
て
も
ま
っ
た

く
変
わ
ら
な
か
っ
た
、
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。

二  

舟
運
の
展
開
状
況

　

近
代
初
頭
に
お
け
る
長
良
川
水
系
の
舟
運

が
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
た
の
か
、
と

い
う
こ
と
を
具
体
的
に
把
握
す
る
手
が
か
り

と
し
て
、『
明
治
一
四
年　

岐
阜
警
察
署
直

轄　

渡
船
場・
乗
客
船・
荷
船　

取
調
書
』な

る
史
料
綴
り
が
岐
阜
県
図
書
館
に
保
管
さ
れ

て
き
た
。

　

本
史
料
綴
り
に
は
、
物
資
を
積
ん
だ
荷
船

が
ど
こ（
湊
あ
る
い
は
船
着
き
場
）か
ら
ど
こ

（
湊
）へ
向
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
記

録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
出
発
地
点
と
目
的
地

点
を「
表
1　

明
治
一
四
年
に
お
け
る
岐
阜

警
察
署
直
轄
荷
船
の
出
発
地
及
び
目
的
地
」

の
よ
う
に
整
理
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
五
点
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

①  

厚あ
つ
み見

郡
富ふ

も

と
茂
登
村
、
つ
ま
り
中
河
原
湊

よ
り
上
流
に
位
置
す
る
地
点
か
ら
出
発
す
る

荷
船
は
、主
と
し
て
中
河
原
湊
や
下し

も
し
ん
ま
ち

新
町
湊・

上あ
げ
も
ん
ち
ょ
う

ケ
門
町
湊
へ
の
物
資
の
運
送
に
携
わ
っ
て

い
た
。

　

近
世
に
引
き
続
き
、
近
代
に
入
っ
て
も
岐

阜
町
を
中
心
と
す
る
物
資
の
流
通
機
構
が
機

能
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の

中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
が
、
中
河

原
湊
で
あ
り
、
新
た
に
加
わ
っ
て
き
た
下
新

町
湊
及
び
上
ケ
門
町
湊（
両
湊
と
も
中
河
原

湊
の
下
流
に
隣
接
）で
あ
っ
た
。

②  

長
良
川
に
流
入
す
る
支
派
川・
伊い

じ

ら
自
良

川
に
位
置
す
る
地
点
か
ら
出
発
す
る
荷
船

は
、
主
と
し
て
方か

た
が
た県

郡
岩い

わ
り利

村
と
方
県
郡

木き

だ田
村
を
中
心
と
す
る
、
狭
い
範
囲
で
の
物

資
の
運
送
に
携
わ
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
岩
利
村
は
、
地
理
的
観
点
か

ら
見
て
、
伊
自
良
川
水
系
の
遡
行
終
点
湊
的

な
機
能
を
有
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
近
世
に
引
き
続
き
、
明
治
期
に
入
っ
て

も
、
山や

ま
が
た県
郡
北
部
の
山
間
部
を
後
背
地
と
す

る
限
定
的
な
物
資
の
運
送
機
構
が
、
岩
利
村

を
核
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

③  

長
良
川
に
流
入
す
る
支
派
川・
板い

た
や屋

川

と
伊
自
良
川
の
合
流
点
に
位
置
す
る
方
県
郡

下し
も
し
っ
け

尻
毛
村
か
ら
出
発
す
る
荷
船
は
、
岐
阜

町
へ
の
物
資
の
運
送
に
携
わ
る
と
と
も
に
、

伊
勢
湾
岸
へ
の
物
資
の
運
送
に
も
携
わ
っ

て
い
た
。

　

下
尻
毛
村
は
、
伊
自
良
川
の
舟
運
と
陸
上

前田虹映筆・岐阜名勝　金華山と鍾秀館雪景　個人蔵

松田 千晴氏
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米
の
現
金
化
を
図

る
目
的
で
、
荷
船

に
よ
る
運
送
に
直

接
関
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
そ
の
よ
う
な

人
々
の
動
き
を
裏

づ
け
る
伝
承
と
し

て
、
次
の
よ
う
な

話
を
故
上
島
正
徳

先
生（
岐
阜
大
学

名
誉
教
授
・
地
理

学
）か
ら
教
え
て

い
た
だ
い
た
こ
と

が
あ
る
。

　
「
地
主
は
、
で

き
る
限
り
相
場
が

高
い
と
き
を
見
計

ら
っ
て
米
を
売
る

必
要
が
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
近
代

的
な
通
信
網
が
発

達
し
て
い
な
か
っ

た
時
代
に
あ
っ
て

は
、
桑
名
に
お
け

る
米
の
相
場
の
上

が
り
下
が
り
を
手

旗
信
号
の
よ
う
な

方
法
を
用
い
て
、
順
番
に
上
流
ま
で
伝
達
す

る
体
制
を
整
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
短
時

間
の
内
に
伊
自
良
川
周
辺
ま
で
、
桑
名
の
米

相
場
の
情
報
が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
と
い
う
。」

交
通
路（
本も

と
す巣

郡

を
通
っ
て
揖い

び斐
郡

へ
と
続
く
街
道
）

と
の
接
点
に
あ
た

る
と
と
も
に
、
方

県
郡
や
本
巣
郡
・

揖
斐
郡
と
い
う
広

い
範
囲（
濃
尾
平

野
北
西
部
）を
後

背
地
と
し
て
い
た

こ
と
が
、
荷
船
を

し
て
伊
勢
湾
岸
へ

と
向
か
わ
せ
る
一

因
で
あ
っ
た
と
い

え
よ
う
。

④  

長
良
川
本
流
の
川
岸
を
出
発
地
点
と
す

る
荷
船
の
多
く
は
、
木
曽
三
川
と
海
上
水
運

の
接
点
に
あ
た
る
伊
勢
国
桑
名
村
を
目
的
地

と
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
桑
名
村
に
は
、
天
明
年
間

（
一
七
八
一
〜
一
七
八
八
）に
大
坂
や
赤
間
関

と
並
び
称
さ
れ
る
米
市
場
が
開
設
さ
れ
て
い

た
。
さ
ら
に
、
明
治
期
に
入
る
と
、
桑
名
米

穀
取
引
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

事
実
か
ら
、
長
良
川
本
流
の
川
岸
を
出
発
地

点
と
す
る
荷
船
の
多
く
が
桑
名
村
に
向
か
っ

た
目
的
の
一
つ
に
、
米
の
運
送
が
あ
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

近
世
に
お
い
て
、
収
穫
し
た
米
の
多
く
は

年
貢
米
と
し
て
領
主
に
納
め
ら
れ
て
い
た

が
、
明
治
維
新
以
後
は「
米
」そ
の
も
の
で
は

な
く「
貨
幣
」で
税
を
納
め
な
く
て
は
な
ら
な

く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
特
に
地
主
階
級
が
、

⑤  

長
良
村
よ
り
下
流
に
位
置
し
、
長
良
川

本
流
の
川
岸
を
出
発
地
点
と
す
る
荷
船
の
多

く
は
、
桑
名
村
の
他
に
、
伊
勢
国
四
日
市

町
や
尾
張
国
名
古
屋
区
も
目
的
地
点
と
し

て
い
た
。

　

ち
な
み
に
、
名
古
屋
区
の
場
合
は
、
日
常

生
活
に
必
要
な
燃
料（
薪
炭
）の
運
送
も
大

き
な
割
合
を
占
め
て
い
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。

  

こ
れ
ら
の
内
容
に
も
と
づ
い
て
舟
運
の
展

絵葉書　帆で風を受けて長良川を上る舟　個人蔵

　　表１　明治１４年当時における岐阜警察署直轄荷船の出発地及び目的地 作成　…　松田　千晴

荷船の目的地荷船の出発地点 河川名

旧市町村名 岩 安 木 富 岐 長 河 墨 本 竹 大 蟹 名 津 笠 常 知 桑 四 若 ツ

上田村 郡上市 郡上川 ◇
千疋村 関　市 郡上川 ◇
中屋村 岐阜市 郡上川 ◇ ○
世保村 岐阜市 郡上川 ◇ ○
加野村 岐阜市 郡上川 ◇ ○
芥見村字町屋 岐阜市 郡上川 ◇ ○
古津村 岐阜市 長良川 ○
岩田村字堤外 岐阜市 郡上川 ◇ ○
日野村字石仏 岐阜市 長良川 ◇ ◇ ◇ ◇ □ ○
長良村 岐阜市 長良川 □ □ ○ ○ ○ ○
福光村 岐阜市 長良川 □ □ ○ ○
岐阜町字下新町 岐阜市 長良川 □ ○ ○
早田村 岐阜市 長良川 ◇ ◇ ○
若木村字池ノ上 岐阜市 長良川 ◇ ◇ ◇ □ ○ ○
東島村 岐阜市 長良川 ◇ □ ○ ○
八幡村字管生 岐阜市 長良川 ◇ □ ○ ○
岩利村 岐阜市 伊自良川 ◇
石谷村 岐阜市 伊自良川 ◇
交人村 岐阜市 伊自良川 ▽
城田寺村 岐阜市 伊自良川 ◇ ◇ ◇ ◇ □ ◇ ○
折立村字三ツ又 岐阜市 伊自良川 ▽ ◇
木田村字柿ケ瀬 岐阜市 伊自良川 ▽ ▽ □ □ □ □
黒野村 岐阜市 板屋川 ◇ □ □ ○
下尻毛村 岐阜市 長良古川 ▽ ▽ ◇ ◇ □ ○ ○
鏡島村 岐阜市 長良川 ◇ ◇ □ ○ ○
西庄村字出屋敷 岐阜市 糸貫川 □ ○ ○
河渡村 岐阜市 長良川

下奈良村 岐阜市 長良川 ▽ ◇ □ ○ ○
加納村字長刀堀 岐阜市 長刀堀 ◇ ◇ □ ○ ○

『明治１４年　岐阜警察署直轄　渡船場・乗客船・荷船　取調書』（岐阜県図書館蔵）より作成

岩…方県郡岩利村　　　　河…方県郡河渡村　　　　蟹…海東郡蟹江村　　　　桑…桑名郡桑名村
安…方県郡安食村　　　　墨…安八郡墨俣村　　　　名…名古屋区　　　　　　四…三重郡四日市町
木…方県郡木田村　　　　本…羽栗郡本郷村　　　　津…海東郡津島町　　　　若…河曲郡若松（現鈴鹿市）
富…厚見郡富茂登村　　　竹…羽栗郡竹ケ鼻村　　　　　　　　　　　　　　　ツ…安濃郡津
岐…厚見郡岐阜町　　　　大…安八郡大垣町　　　　常…知多郡常滑村
長…厚見郡長良村　　　　笠…羽栗郡笠松村

▽…上流への移動　　　　◇…下流への移動（美濃国内）
□…下流への移動（尾張国内）　　　　◇…下流への移動（伊勢国内）

（美濃国） （尾張国） （尾張国）（美） （伊勢国）
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お
そ
ら
く
全
国
各
地
の
河
川
に
お
い
て
も
見

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。　
　
　
　
　

　

開
状
況
を
明
確
に
し
た
の
が
、「
概
念
図
一

明
治
前
期
の
長
良
川
水
系
に
お
け
る
舟
運
の

構
造
」で
あ
る
。

三  

岐
阜
町
三
湊
の
取
扱
い
物
資

　

次
に
、
ど
の
よ
う
な
物
資
が
運
送
さ
れ

て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
、『
岐
阜
商
工

五
十
年
史
』（
岐
阜
商
工
会
議
所　

昭
和

一
五
年
）か
ら
探
っ
て
み
た
い
。

　

こ
こ
に
記
録
さ
れ
た
岐
阜
町
の
北
の
玄

関
で
あ
る
上
ケ
門
町
湊
・
下
新
町
湊
・
中
河

原
湊（
富
茂
登
湊
）、
以
上
の
隣
接
し
合
う
三

つ
の
湊
を
仮
に「
近
代
に
お
け
る
岐
阜
町
三

湊
」と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
が
、
の
移
入
品
目

及
び
移
出
品
目
を
見
る
と
、
明
治
一
九
年
当

時
、
こ
れ
ら
の
湊
に
米・
雑
穀・
生
糸・
茶・

紙
類・
木
材・
雑
貨
な
ど
が
荷
船（
あ
る
い
は

桴
）に
よ
っ
て
運
送
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
分

か
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
物
資
は
、
岐
阜

町
と
そ
の
周
辺
部
で
消
費
さ
れ
る
と
と
も

に
、
岐
阜
町
三
湊
か
ら
下
流
域（
特
に
伊
勢

湾
岸
）に
向
け
て
運
送
さ
れ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。

  

さ
ら
に
、
岐
阜
町
の
周
辺
に
位
置
す
る
厚

見
郡
加か

の
う納

町
等
で
生
産
さ
れ
た
和
傘
が
下
流

の
名
古
屋
区
や
桑
名
村
を
経
て
大
都
市
へ
運

送
さ
れ
る
と
と
も
に
、
下
流
域（
特
に
名
古

屋
区
や
桑
名
村
）か
ら
は
鉄
物
や
石
油
・
陶

器
な
ど
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
分

か
る
。

　

以
上
が
、
デ
・
レ
ー
ケ
に
よ
る
木
曽
川

下
流
改
修
工
事
が
始
ま
る
直
前
の
、
長
良

川
水
系
に
お
け
る
舟
運
の
一
般
的
な
状
況

で
あ
っ
た
。

四  

お
わ
り
に

　

陸
上
交
通
手
段
が
発
達
し
て
い
な
か
っ
た

時
代
、
内
陸
部
で
物
資
を
運
搬
す
る
に
あ
っ

て
経
費
を
低
く
抑
え
よ
う
と
す
る
と
、
河
川

水
運
に
頼
る
他
に
手
だ
て
は
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
、
特
に
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の

我
が
国
に
お
い
て
は
、
驚
く
ほ
ど
小
規
模
な

河
川
に
い
た
る
ま
で
、
一
定
の
水
量
さ
え
確

保
さ
れ
れ
ば
物
資
の
運
送
に
携
わ
る
荷
船
が

往
来
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

長
良
川
水
系
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
な

状
況
が
見
ら
れ
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て

は
、
そ
れ
を
長
良
川
水
系
の
舟
運
と
呼
ん

で
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、今
回
初
め
て
試
み
た『
明

治
一
四
年　

岐
阜
警
察
署
直
轄　

渡
船
場
・

乗
客
船
・
荷
船　

取
調
書
』の
分
析
か
ら
、

支
派
川
も
含
め
て
展
開
さ
れ
て
い
た
長
良
川

中
流
域
の
小
さ
な
舟
運
圏
が
自
ら
の
役
割
を

果
た
す
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
が
繋
が
り
合
っ

て
大
規
模
な
舟
運
圏
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ

り
、
長
良
川
中
流
域
と
同
下
流
域
及
び
伊
勢

湾
沿
岸
部
を
結
び
つ
け
る
経
済
活
動
の
大
動

脈
と
し
て
の
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い

た
、と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

  

こ
の
よ
う
な
舟
運
の
構
造
と
い
う
も
の
は
、

鳥瞰図『岐阜　名所圖繒』（岐阜市　昭和４年）  個人蔵
　この鳥瞰図に描かれている長良川というのは、奇しくも物資を運送する荷舟が行き来していた区域
（美濃町辺りから桑名・名古屋）である。デフォルメされた絵であるとはいうものの、流域における生
活物資（燃料など）の生産地（山間部）と消費地（都市部）が長良川によって結ばれるとともに、長良川水
系の河川水運が海上水運の拠点（桑名湊）とも接続していたことが、目の当たりにできる資料である。




